










〔はじめに〕 

乳幼児健診のうち,現在国から予算措置がとられているのは 

(1)3 才児健診 

(2)乳児健診の医療機関委託 2回分 

(3)1 才半健診 

であるが,そのうち時期を指定してその実施を定めているのは3才児健診だけである。その

ため乳幼児健診の内容,質はもちろん健診実施回数は地域の実情によってさまざまであり,

全国的には統一されていない。そこで現在の実情で最低限出来うる基準線を把握し,その基

準までは全国で完全に実施されることが望まれる。 

また,地域保健の現場では,昭和 59 年の老人保健法改正にともなって,老人保健対策強化も

打ち出されるようになったが,限られたマンパワー,予算の中で,母子保健サービスの質的

低下が起こるようなことがあるならば,それは将来の子供の心身の健康維持,増進に対する

憂慮すべき事態となる。 

これをふまえて,母子保健サービスの向上をめざし,早急に現場の実態を把握し将来の方向

付けを明確にすべく調査を実施した。 


